
インタクト質量（全長質量）

使用機器

核酸医薬品の申請において、設計通りの塩基配列であることを確認することが重要である。
東レリサーチセンターでは、 LC/MS/MSによるオリゴ核酸の分析がGMP・DI対応で実施可能であり、
その例として、デコンボリューション解析によるインタクト質量測定、塩基配列確認を紹介する。

GMP体制下でのLC/MS/MSによる
核酸医薬品（オリゴ核酸）の確認試験

：検出されたイオン （誤差 ＜5 ppm） ：検出されたイオン （誤差 5～10 ppm）

液体クロマトグラフ：
ACQUITY Premier 
（Waters）

質量分析計 ：
Xevo G2-XS QTof
（Waters）

検討内容

＜試料＞
オリゴDNA （15塩基， CACGTTGAGGGGCAT）

＜評価手順＞
塩基配列 インタクト質量

塩基配列

異なる価数のイオンも含む
多数のプロダクトイオンを検出

LC/MS/MS測定 （プリカーサーイオン： [M-3H]3-）

設計した塩基配列との照合 ： 照合した配列を網羅するプロダクトイオンが検出された

デコンボリューション解析 （MaxEnt3）

LC/MS測定

デコンボリューション解析 （BayesSpray）

LC-QTOF-MSシステム

LC/MS測定

デコンボリューション解析

LC/MS/MS測定

デコンボリューション解析

塩基配列との照合

LC/MS測定データ
（複数電荷，複数同位体）

数学的処理により
1価イオンm/z に変換

[M-3H]3-

[M-2H]2-[M-4H]4-

[M-H]-

4629.8226
（誤差 4 ppm）

価数の異なる
複数のイオンを検出

本手法を用いることでオリゴ核酸の塩基配列が確認できた。
東レリサーチセンターでは、本手法以外にも核酸医薬品に関する様々な分析が実施可能です。

配列をもとに
算出された
プロダクトイオン
の理論m/z 

← 塩基配列
（既知）

数学的処理により
1価イオンm/z のみに変換

GMP・DI対応
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